
指標 15.9.1（b） 
指標名、ターゲット及びゴール 

指標 15.9.1(b)  環境経済勘定システムの実装として定義される、国の勘
定及び報告システムへの⽣物多様性の統合 
ターゲット 15.9 2020 年までに、⽣態系と⽣物多様性の価値を、国や地
⽅の計画策定、開発プロセス及び貧困削減のための戦略及び会計に組み込
む。 
ゴール 15 陸域⽣態系の保護、回復、持続可能な利⽤の推進、持続可能な
森林の経営、砂漠化への対処、並びに⼟地の劣化の阻⽌・回復及び⽣物多様
性の損失を阻⽌する 

 

定義及び根拠 
○ 定義 

環境経済勘定システムの実装として定義される、⽣物多様性の価値を国
の勘定及び報告システムへ統合している国の数と、環境経済勘定システム
の実装の段階を測定する。 

 

○ 概念 

  ・環境経済勘定システム（SEEA） 
SEEA は、2012 年に採択された環境経済勘定システムセントラルフレ

ームワーク（SEEA-CF）と、2021 年に採択された環境経済勘定システ
ム⽣態系勘定（SEEA-EA）⼆つの国際統計基準に代表される。 

 

  ・SEEA-CF 
環境経済勘定システムセントラルフレームワーク（SEEA-CF）は、環

境や環境と経済の関係を測定する国際統計基準である。SEEA は、経済
や環境、⼈類に便益をもたらす環境ストックやそのストックの変化の相
互関係に関するより広範で多⽬的な視点を提供するために、経済と環境
のデータを統合する。 

 

  ・SEEA-EA 
環境経済勘定システム⽣態系勘定（SEEA-EA）は、⽣物物理学的デー

タを整理し、⽣態系サービスを物的及び貨幣的な尺度で測定し、⽣態系
資産の状態や広がりの変化を追跡し、この情報を経済や他の⼈間の活動
とつなげるために、統合された統計的枠組みである。SEEA-EA は、⽣態



系の視点を採⽤し、個々の環境資産が⼀定の空間領域内の⾃然プロセス
の⼀部としてどのように相互作⽤しているかを考慮する。 

 

○ 根拠及び解釈 

⽣物多様性の価値を国の勘定及び報告システムへ統合することは、国際
的な統計基準である、環境経済勘定システム（SEEA）の実装を通じて達
成される。SEEA セントラルフレームワーク（SEEA-CF）は国連統計委員
会で 2012 年に環境経済勘定に関する最初の国際統計基準として採択され
た。さらに、SEEA ⽣態系会計（SEEA-EA）は 2021 年に国連統計委員会
によって承認された。環境経済勘定と補助統計のグローバルアセスメント
の結果は、指標のサブ指標(b)に必要なデータを提供する。 
 

データソース及び収集⽅法 
○ ⼤気排出勘定 

・2022 年 
https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/prj/hou/hou087/hou087.html 

・2024 年 
https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/archive/e_rnote/e_rnote080/s
ankou4_aea.xlsx 

・2025 年 
https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/archive/e_rnote/e_rnote100/s
ankou4_aea.xlsx 

 
内閣府経済社会総合研究所（以下「ESRI」という。）では、OECD の開

発した⼿法に基づく汚染調整済経済成⻑率を試算した。ESRI では、試算
に必要な勘定として、SEEA-CF に基づく⼤気排出勘定の研究を併せて実
施し、これらの試算結果を公表した（パイロット版）。 

 

算出⽅法及びその他の⽅法論的考察 
○ 算出⽅法 

・ 環境経済勘定体系の実装として定義される、⽣物多様性の価値を国の
勘定及び報告システムへ統合している国の数︓SEEA-CF もしくは
SEEA-EA の勘定を⼀つでも実装していれば、「１」とする。 

 

・ 環境経済勘定の実装段階の測定︓三つの段階が存在する。 



    １) 編集︓ある国が、過去五年間に少なくとも⼀つの勘定（SEEA と
整合的である）を編集していれば、この段階にある。 

    ２) 公表︓ある国が過去五年以内に少なくとも⼀つの勘定を編集し、
公表したならば、この段階にある。 

    ３) 定期的な編集と公表︓ある国が少なくとも⼀つの勘定を定期的に
公表していれば、この段階にある。定期的に公表された勘定と
は、計画された作成サイクル（勘定によって異なる）に従って作
成および公表されたものである。 

 
    これらの段階は、次のようにスコア化される。 
     0 点︓編集していない 
     1 点︓編集 
     2 点︓公表 
     3 点︓定期的な編集と公表 
 

○ コメントと限界 

国の数及びスコアは、パイロット版を公表した年においてのみ算出して
いる。 

 
データの詳細集計 

なし 
 

参考 

SDG 指標グローバルメタデータ︓  
https://unstats.un.org/sdgs/metadata/files/Metadata-15-09-01.pdf 

 

データ提供府省 
内閣府経済社会総合研究所 

 

関連政策府省 

内閣府経済社会総合研究所、環境省 
 

担当国際機関 

国連環境計画（UNEP）、⽣物多様性条約事務局（CBD）、国連統計部
（UNSD） 


